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おにいて， 目的関数および制約条件の中のすべての変数 Xj については
αL/αXj~ O ， αL/αXj . Xj*=O ， Xjヰ ~O
[ただし Xj=li1，Y， Y， Ym y" A， a"α2， a' as' b1， b2 bOJ ba， bs， C， Co' CQJ C5， eである また M:貨
幣所得，Y:家計仕向量 11:;家族労働，a:労働j投入量，b 防i定資産用投入量 C:流動資産用役
投入量， (lJ b， C の 1，2 の添字はそれぞれ完成生産物，中間生産物への投入量を意味する • C， 





C)， C，=g(a2， b2，め，A十九-as-(l1-(/2ニ 0，A-a，孟0，qaa>qa" 
aa>Oとき 日，=0，a，>Oとき aa=O，bo+ba-br-b，-b2=0，九十九三三0，qba>qbs， 
ba>Oとき b，ニ 0，b，>Oとき b=O，Co+Ca-C，-C=O， Co-C，孟0，qca>qcs 1 
Ca>Oとき ら=0，C，>Oときら=0，Y十九一人-Y=O，y-y， ~O ， Tya>九s
)'a>Oとき)'，=0，)'，>0とき )'0=0
1¥1 = (ty，)'+q"a，+qb，b，十q"esCs)一(九aJ'a+qaa(la十qbaba+qcaca+q，ae)
NJ， Y， )'， )'aJ Ys A， a1， a2， {la. aS1 bb b2J ba1 b51 C， COl Co' Cs' e ミ~OJ
という最大化条件をみたす最適値 Xjネが存在し，同時に非;負の不等号制約条件に関する ラグラン
ジュ乗数については




してはん を最適値 ん*に国定した湯合にラグランジュ関数 L(幻，ん*)が非負のれの全領域に関
して凹関数であり，同時にんを最適{直 . y"/~ に固定した場合lこ L(Xλ ん)の非負の んの全領域
lこ閲して凸日'，;j数であることである .このil削こ，:i:j本均衡で、ある鞍点、が存在するための必要にして十
分条件は非負の "Xj1ん の全領j或において，L(Xj， }..*)豆L(Xj汽ん*)三五L(Xλん)が成立することで



















































































































































































































































































































険)， 不確定の三つに大別した.経営経済事象に関する情報を経営経済要因からみ て分 け






















たは活動分析で用いている ParametricAnalysisまたは Multi-stageProgramming であ































































































農業 経蛍の 謀題とその模式 区|
個別経営対策 経営集団対策 行政的措置











































、的利用 )花 誌(二二主丘産よ地山凹1形手似成，i生雌注物附資木判司市川j司) 




















































的得一一一雇用機 会 の増 大一-1='-¥稼ぎ在宅兼業の創出
出 (外部雇用条件の不安定ir農業人口の減少， 農家
大 |農産物価格の不安定 1 l-iE，生清水準の上九






































































































































































































































































































































































変数九九 一Xm よりなる関数 !(x" x2，・ー，xm)があり 11個の変数の各々が一様に任
意定数(未定乗数)えをえ 倍された場合，関数の値が，
!(J.x" ?'X2，"， ?'Xm)=?r!(X" X，"， X"，) 
のように，もとの関数の値の Y 倍となるならば，この関数 !(X" X2，・"，Xm)は m 元 r
次の同次関数であるという . 1'>1であるならば規模に関して収益は逓増し， γ=1 であ
れば収益は一定 1' <1 であれば逓減する • l'次の同次関数の偏導関数をとってみる.左
辺をねについて偏微分すれば関数の関数に関する微分の公式を適用して，
?'!，(?X" ?X2，・ ?X閉 )=?r!，(X" X2，"， Xm) 
この式を Aで除するとと
fμ1・"?X2，…， ?X間 )=?r-'!，(X"X"・ー，Xm) 

























fm(x" Xν・・，xm)=fm(}.x" }.X2，"'， }.Xm) 
したがって，限界生産力は変数 X" 九 一，Xm の投入量の比率に依存する.次に，γ<1の
同次関数であるならば，変数 Xlt X2，…Xmの限界生産力は真分数次の向次となり ，投入量
が一様に同一比率で変化した場合に限界生産力は真分数だけ逓減する.すなわち，今，整
数を 1，nとし m>nが成立しているとするとき， 1'-1<0 について 1'-1=n/111<0
と実数で表わすと }.r-'=l/号J-}. となる すなわち，変数 X1，%2"" Xmの投入量が
一様にえ倍だけ同じ比率で変化したときに，限界生産力は 九J} となり投入量の
え倍よ り少なく 逓減する.生産関数が 1'>1の同次関数であるとき，変数 X1，X2，・ Xmの
11 偏導関数の次数についてみると，1'-1>0となり，今，1'-1=一 >0と実数で表わすと
η 











を XA，その産出量 Xa，二つの生産要素をそれぞれ X."X2その投入量 Xh X2 とする
生産要素の価格をそれぞれム，P2 とすると.







ρ2=fdμ を代入すると dC=l/p.(f，dx， + f2dx2)となり，他方生産関数を全微分すると dXa=
f，dx，+んdらであるから，
dxa/dC= μ_f~hf.μ~μ 

















しいこと を示す.もし ρ1ん>ρ2f，のと きは x2の生産要素の投入量を増加することであ










生産関数 九=f(x" x2， k) 
費用方程式 C=ρ，x，+んら+cp(k)
拡張径路関数 O=g(xll x2， k)
ただし， hは短期における固定費用であって，規模に関して増加関数である.また等量曲
線の形， 等費用線の形， 拡張径路の形はhがと る{直に依存する.




C-ct(xa， h)-<p(k)=G(C， xa， !?)=O 
と表わされる.これを hに関して偏導関数の値をゼロ に等しいとおく ，
Gk(C， xa， h)=O 






































_~_J Axat l =r _dif;(xa)←五五)_l十 L


















































































































































において U を極大にする均衡条件を求める問願になる.未定乗数法によって (2)をR-
g(v)=O として，両辺に未定乗数えをかけ，これを u=F(R，V)に加えて L とおく，
L=F(R， V)+A[R-g(v)] 
R， V， Aに関する L の偏導関数を求めて，それぞれゼロに等しいとおく .
αL/αR=F R-A=O， aL/αV=Fv-Agv=O，αL/αA=R-g(v)=O 
この三つの方程式のう ち最初の二つの式において，えを含む項を右に移項し，第一の方程
式を第二の方程式で除すると FR/Fv=l/gvとなる.すなわち uを極大にする一階の




次に μ=F(R.V)の全微分は dμ=FRdR+FvdV，均衡点においては du=Oであるか
ら，R と V の代替率は dV/dR=FR/F v である.すなわちある点(均衡点)におけ
る R と Vの代替率はその点における R の限界効用との限界効用と Vの逆比率に等し
い.これを FR/Fv=l/gvに代入すると，RとV の代替率は -dV/dR=l/gvである.































l受容 ・装備率--Xa=X，/X2or xa=f(x" X2 : 王3) =仕=l~)=f(1<) 
各経営集約度指標を生産理論との関連から説明する.そこで各々の最適均衡条件を吟味
する.
i )管理集約度一今，生産物を XA，二生産要素(機械用役と労働など)を X"
X2，経営地を X3 とし，生産量をむ， 二生産要素の投入量を Xh X2，経営地面積を む
として，生産量と経営地面積はそれぞれ Xa，X3 に固定されているとする.また生産要素





L=f(x" X2 :五)+μ[cー (ρlXl+ρ2X2)
ラグランジユ関数 Lを最大にする ことである.Lを各変数について偏微分して，それぞ
れを Oに等しいとおく .すなわち，
αL/αx，=αf/αx，一μρ，-0・・・・・・………ー…・… …ー…… …ー・・…・… ……………・・・ー (1)
αL/αらー αf/αx2一μP2一0・・一 一…・ …・・ ・・-… ・……………・・……... ・・…(2)
αL/αμ=c-ρ，x，一ρ2X2ー O…・ ….. …・ ……・一… …・・………'"・H ・-…… ・-…(3) 
(1)と(2)から















ある.そのために，簡単化して，今，二生産部門を .X!l，XB，その生産量を Xa，Xb と
する. 生産要素は土地，労働，資本財用役であり ，それぞれ L'C，.X
" 
X2 と示す.その












数法によって， 次のラグランジユ関数を最大にする こと である.
















dR= -，l af dXa +~ι dXh i .¥αXa αXb / 
さらに dX3 はらを全微分して得られるから，
dX3 = ~Ldxa +ーαLdxuαXa axo 
となるから，dR を dX3 で除すると




が得られる.従って， μは生産要素 X3 の限界収益力となる.生産要素 X3 (土地)の限







九 αf/αXb dXa 
となる.この故に，生産物変形率 dXb/dxa は与えられた生産物価格の比率に等しくなけ














μ[ ::2 C:f.-)， -2 -ax~2:Xh -ιaf 十 α三一(a~~ )' αXα2¥αXb αXaαb αXaαXb αXb ¥αXa / 
ところで μ>0であるから[ ]が正でなければならない.今 dXbをdXaに閉じて全微
分した導関数を求めると生産物変換曲線の傾斜の変化率
jh =- 144(豆-)'-2-aお'ba長長+ま2(a~~)'J (託)αzJ αXo
































































































































































Pρ とし，生産要素のうち土地 B，労働 L，物財 M として次のような生産関数からオ
イラーの定理と資本の価値限界生産力が導出される.
生産関数 P=F(B. L.M) 
生産価額 V=Pp・p
生産関数が一次同次関数であれば，次のようなオイラーの定理が成立する.すなわち，
P = a~ • B十一αF.L+αF.M aB . JJ '-ar:' .u'-o:M 
V=Pp・P についてみると
αVαI V= U':. B 十 7 ・ L + α1~. 0 Nl αliJJ '-aL . .u '-a1¥亙・ A
上式の認につい
αV α(Pp ・ P) ー 叫f'.!!...~ _}J) 0 a~_= ( Pp+ aPpせ川 αP Pp.αP ♂13-- αB αP αB--'¥ αp- A ) aB一 αB
の関係があるから，
V=Pp・4 .B+Pp.25.L+Pp・ぜro1Vl alコ αL α」凶
となる.今，資本効率についてみると，







但し m 資本純収益.M 投下資本• PB 地代.PL 労賃を示す.
もしオイラーの定理が控除法においても成立するとすれば，次の式が成り立たなければな
らなし¥











































































































































































































































すぐれた研究者によって，その遺志が受けつがれた.Route Method， Model Farm， Survey 















































































，実 在 分析体系|どの記述統計一分析，生産関数， I 
限界分析など j 
r広義の経済性追求型分析大系J 、 ノ
I ，， '."_ _' ，_ " _ i標準法，試算分析法，活動分析)
| 、 規範 分析体系"，..，，"" ~，:::" '~" "-，-，，.， ， I ，'W N '" " ". l i云 (続型計画法)など j 
農業経営分析〈 ¥ 
(リスグ・フログラミング 1 
• _.. '. ，_ ， ，._ ，" -Iゲーム理論的接近法 l 
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[ 1 1 Chapter 1 is concerned with the economic type of the farm business as the 
object of farm manag巴mentanalyses and the behavior of each type of farm manager. 
Firstly， the characteristics of a family farm are described by comparison with other 
economic types of farm business. The economic勺rpesof farm business are broadly cla-
sified into two types， that is， ideal type and actual type of farm. The actual勿peof 
farm is composed of family farm and capitalistic farm. The family farm is divided into 
thre巴 types，that is， non-commercialized， semi-comm巴rcialized，and enterprising family 
farms. 1n ]apan the semi-commercialized family farms are common. Their featur巴sare 
as follows : The household and farm business are imperfectly combined with each other 
in the family farm. The final economic obj巴ctof th巴 familyfarm as a whole is to 
maximize utility. Th巴巴conomicobject of the farm business is to maximize the farm 
business income， but this is an intermediat巴 objectof the family farm and must be 
consistent with the final object. Th巴 farmmanager is usually the same person as the 
chief of the family farm. Labor， capital goods， and land ar巴 partlybought from each 
factor market and partly suppli巴dby the family farm itself. The farm products are partly 
sold at the products market and partly consumed by the family member. The farm 
productivity of the semi-commercialized family farm is generally higher than the non 
commercialized one. Th巴 former'sfarm business is equipped with small size tractor. But 
it is not yet modernized because mechanized operation system is not always established 
111 lI. 
S巴condly，the subjectiv巴 equilibriumtheories of a family farm are re-examined in 
ord巴rto arrange and modify them. The farm management analyses intend to rationalize 
the farmer's decision making process in the farm business. It means that the farm巴r
has to make a plan of th巴 farmbusiness so as to arrive at the subjective equilibrium 
of the family farm as a whole. A family farm seeks for the巴quilibriumpoint under the 
condition that acquisition costs are larger than salvage values for most farm products 
and productiv巴 factors.The difference betw巴enacquisition costs and salvage values results 
in th巴 benefitsof the combination of th巴 farmbusiness with th巴 householdin a family 
farm. The benefits consist of (1) the benefit of s巴lf-consumptionof farm products in the 
Iむmer'shousehold， and (2) the benefit of se1f-supply of the 
745 
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ization， supervision， and control. The process of control is made up of observation and 
analysis. The analysis do巴snot mean only to collect th巴 necessaryinformation for 
deciston making but also to investigate the causes which bring about the difference 
between the farm plan and the result of actual activities. The organization and supervi司
sion are ex巴cutiveactivities which carry out the farm plan decided beforehand. The 
managerial pr∞ess is taken charge by the organization of fann managers， and th巴
organization must change in accordance with the development proc巴s of the farm 
business. It is confirmed that the features of farm management analyses must vary with 
the behavior pattern and knowledge situation of the farm manager. 
(111) Chapter 3 treaお theindicators for the farm management analyses which are 
relevant to measure how much the goal of th巴 familyfarm is attained， what kinds of 
causal factors contributes to the goal. It is also considered what kinds of indicators 
訂 emor巴 significantas the means of solving the problems in a farm busines in Japan. 
Firstly， the object of the farm business is to maximize the farm business income to 
the extent which is consist巴ntwith the maximization of the family farm income. As 
the means of attaining the object， itis necess訂 Yto improve the managerial ability， to 
raise the productivities of labor， land and capital in parallel with each other， toreceive 
higher sale price of products at farm， and to pay lower purchase price of factors at f紅 m.
The emphasis is put on the indicators which are useful to analyze the production process， 
especially that of farm size and farm intensity. 
Secondly， the success indicators ar巴 classifiedinto profitability， productivity， econo-
mizing .ability， stability， and liquidity， The causal indicators are classified primarily into 
main causal indicator and subsidiary causal factor. The former consists of the indicators 
of farm size and farm intensiけ， and the latter consists of the indicators of capaci匂T of 
variable factors to fixed factors and efficiency d町 ivedby the variable factors. The 
essential problem is how to identify the relationships with each other among the success 
indicators and casual indicators. 
(IV) Chapter 4 is concerned with the systematization of the farm management 
analysis methods from the viewpoint of solving actual farm problems effectively. 
Firstly， the classical analysis methods are li 
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method in accordance with the 1巴velof farm problems as well as farm management 
economics. Consequently they are synthesized into the present analytical method. 
Thirdly， the above-mentioned methods are systematized in this paper， while their 
problems and limits of application are pointed out in detail. 1n my own opinion， the 
analytical methods of farm management are classifed into the method of seeking for the 
economic effeciency mainly and the method of acquiring the巴conomicstability. 
The former method is classified into the positive and normative ones. Th巴 positive
analysis includes production function， marginal analysis， descriptive analysis such as the 
direct comparison m巴thod(survey method)，and regression analysis，巴tc.The normative 
analysis includes standard method， budgeting method， and linear programming method. 
The method of acquiring the economic stability is concerned with the probability analyses. 
1t includes risk programming， gam巴 theory，and the econometric approach with statistical 
infer巴nce.
1 have a conclusion that any of these analytical methods are useful so long as its 
fitn邸sand limit to the farm management probl巴m concerned are appropriately tak巴n
mto account. 
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